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先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
違
い
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
重
要
な

も
の
の
一
っ
に
、
中
央
と
地
方
の
社
会
的
、

経
済
的
、
文
化
的
水
準
の
較
差
が
あ
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
て
感
ず
る

こ
と
は
、
地
方
都
市
の
水
準
の
高
さ
で
あ
る

が
、
発
展
途
上
国
と
な
る
と
、
首
都
は
な
か

か
な
堂
々
た
る
構
え
で
、
世
界
最
新
の
ホ
テ

ル
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、
車
で
二
十
分
も

郊
外
に
出
る
と
、
貧
し
い
農
家
が
点
在
し
て

い
る
と
い
う
風
景
に
出
会
う
。

日
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ひ
と

ま
ず
先
進
国
型
に
属
し
て
い
る
。
特
に
こ
こ

十
年
ぐ
ら
い
の
地
方
の
変
化
に
は
誠
に
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
っ
て
、
文
化
庁
の
関
係
で

い
っ
て
も
文
化
会
館
、
美
術
館
、
博
物
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
史
蹟
公
園
な
ど
の
整
備

が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
も
国
の
一
部

の
補
助
を
除
い
て
、
地
方
の
積
極
的
な
発
意

と
努
力
に
よ
っ
て
い
る
。
先
日
、
対
談
し
た

新
劇
の
岸
田
今
日
子
さ
ん
は
、
地
方
に
驚
く

ほ
ど
立
派
な
文
化
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
施

設
の
整
備
に
地
方
の
人
々
が
大
き
な
熱
意
を

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
有
り
難
い
こ
と

で
あ
る
。
先
般
、
文
化
行
政
長
期
計
画
懇
談

会
が
「
中
間
ま
と
め
」
を
発
表
し
、
そ
の
重

要
な
施
策
の
一
っ
に
地
方
に
お
け
る
文
化
の

振
興
を
挙
げ
て
い
る
の
も
、
こ
の
点
に
お
い

て
極
め
て
当
を
得
た
見
識
だ
と
思
う
。

た
だ
、
私
は
地
方
に
お
け
る
文
化
振
興
に

も
っ
と
独
自
の
特
色
が
出
せ
な
い
も
の
か
と

考
え
て
い
る
。
本
来
、
文
化
に
は
普
遍
性
が

あ
る
し
r

ま
た
昨
今
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
や

交
通
が
発
達
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
国
全
体

が
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
辺
で
地
方
の
文
化
振
興

に
お
け
る
独
自
性
の
問
題
を
改
め
て
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

今
年
の
春
、
大
阪
を
訪
れ
て
、
関
西
経
済

連
合
会
の
文
化
問
題
委
員
会
の
方
々
と
談
す

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
、

か
つ
て
西
鶴
や
近
松
や
文
楽
を
育
て
、
緒
方

洪
庵
を
生
ん
だ
大
阪
の
、
文
化
的
地
盤
沈
下

を
慨
嘆
す
る
声
が
し
き
り
で
あ
っ
た
。
多
く

の
国
家
的
文
化
施
設
が
東
京
に
設
け
ら
れ
、

更
に
重
要
な
こ
と
は
業
績
に
対
す
る
評
価
の

中
心
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。
た
だ
こ
の
傾
向
に
は
幾
つ
か
の
例

外
が
あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
高
校
野
球

バ
イ
ロ
イ
ト
方
式

安

嶋

文
化
庁
長
官 禰

に
お
け
る
甲
子
園
の
位
置
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

高
校
野
球
だ
け
は
甲
子
園
球
場
で
な
い
と
体

を
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
を

育
て
た
い
と
い
う
の
が
、
出
席
者
の
一
致
し

た
希
望
で
あ
っ
た
。
甲
子
園
は
高
校
野
球
と

い
う
体
育
行
事
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
が
、
文
化

行
事
、
芸
術
行
事
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
も
の
が
育
た
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
願

望
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
や
や
近
い
例

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
交
通
機
関

の
発
達
が
こ
れ
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
倉
敷
の
大
原
美
術
館
で
あ
る
。

美
術
館
の
東
京
集
中
の
大
勢
の
中
に
あ
っ
て
、

大
原
美
術
館
は
地
方
に
お
い
て
独
自
の
存
在

を
誇
示
し
て
い
る
。
愛
好
者
は
、
大
原
の
絵

を
見
る
た
め
に
は
、
倉
敷
に
通
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
い
も
の
が
そ
の
場
所
で
鑑
賞

さ
れ
る
と
い
う
建
前
が
貫
か
れ
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
に
地
方
の
美
術
館
に
独
自
の
内
容

が
具
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
祭
も
独
特

の
地
方
行
事
で
あ
る
。
葵
祭
、
祇
園
祭
、
高

山
祭
、
新
し
い
も
の
で
は
札
幌
の
雪
祭
な
ど
、

こ
れ
は
そ
の
土
地
へ
見
に
ゆ
く
ほ
か
は
な
い
。

祇
園
祭
の
山
鉾
が
東
京
の
銀
座
を
ね
り
歩
く

な
ど
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
文
化
行
事
も
そ
の
土
地
で
な
け
れ

ば
と
い
う
固
有
の
独
特
の
も
の
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
日
本
中
の
名
物
が
東
京
駅
の
売
店

で
買
え
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
便
利

で
は
あ
っ
て
も
、
な
ん
と
味
け
な
い
こ
と
か
。

さ
て
、
標
題
に
か
か
げ
た
バ
イ
ロ
イ
ト
は
、

西
ド
イ
ツ
の
人
口
僅
か
六
万
程
度
の
小
都
市

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
都
市
で
は
、
ワ
グ

ナ
ー
や
リ
ス
ト
が
活
躍
し
た
な
ど
の
故
を
も

っ
て
、
毎
夏
ワ
グ
ナ
ー
の
楽
劇
の
み
を
上
演

す
る
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
が
ワ
グ
ナ
ー
祝
祭

劇
場
で
催
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
専
門
家
や
愛

好
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
は
か
、
国
際

的
な
文
化
行
事
で
、
首
都
以
外
の
地
方
都
市

で
行
わ
れ
る
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
ザ
ル

ッ
プ
ル
グ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
（
西
ド
イ
ツ
）
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
（
イ
タ
リ

ア
）
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
音

楽
祭
や
バ
ル
ナ
（
プ
ル
ガ
リ
ア
）
の
バ
レ
ー
・

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
文
化
行
事
が
世
界
的
規
模
と
ま

で
は
い
わ
な
い
が
、
せ
め
て
日
本
的
規
模
に

お
い
て
我
が
国
の
地
方
都
市
に
お
い
て
育
た

な
い
も
の
か
と
思
う
。
私
は
、
こ
れ
を
、
標

題
の
ご
と
く
「
バ
イ
ロ
イ
ト
方
式
」
と
命
名

し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
高

校
野
球
に
お
け
る
「
甲
子
園
方
式
」
と
も
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
文
化
の
振

興
、
文
化
拠
点
の
多
極
集
中
化
は
、
文
化
行

政
長
期
計
画
懇
談
会
の
ま
と
め
で
あ
る
が
、

「
バ
イ
ロ
イ
ト
方
式
」
に
よ
る
文
化
行
事
の

地
方
定
着
も
こ
の
報
告
の
具
体
化
で
あ
る
よ

う
に
思
っ
。
そ
し
て
、
地
方
都
市
に
お
け
る

成
功
が
、
日
本
全
体
に
お
け
る
成
功
と
し
て
、

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
か
ら
人
を
集
め
得
る

美
術
館
が
地
方
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
評
価
が
即
ち
全
国
的

な
評
価
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
こ
そ
、

本
当
の
意
味
に
お
け
る
先
進
国
型
の
文
化
地

域
計
画
が
完
成
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。



’――"』第 100号 文 化 庁 月 報—--- --（ 28)-

0
文
化
庁
月
報
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
、
文
化

庁
創
設
後
、
三
か
月
た
っ
た
昭
和
四
十
三
年

九
月
十
五
日
で
あ
る
。

「
文
化
庁
関
係
の
仕
事
の
あ
ら
ま
し
を
で

ぎ
る
だ
け
多
く
の
か
た
が
た
に
知
っ
て
い
た

だ
ぎ
‘
文
化
財
の
保
護
や
芸
術
文
化
振
興
に

い
っ
そ
う
の
力
と
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
趣
旨
」
（
今
日
出
海
初
代
長
官
の
あ
い
さ
つ

第
一
号
所
載
）
で
あ
る
。

第
一
号
は
十
六
頁
。
目
次
は
次
の
と
お
り

▽
あ
い
さ
つ
…
…
…
•
,
．
，
：
今
日
出
海
：
・1

▽
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
：
·
：
·
…
•
,
；
：
·
…

2

▽
第
九
期
国
語
審
議
会
審
議
始
ま
る
：
゜
・
:
3

▽
芸
術
選
奨
実
施
要
綱
：
・
’
o
.
.
.
.
 ,
 ．．．． 
ロ・・・
'
:
3

▽
昭
和
4
3
年
青
少
年
芸
術
劇
場
・
・
・
・
e

.

.
 ,
 .

.

.

.

 

4
 

▽
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
・
・
・
°
•
•
…
…
…

·
:
5

▽
国
際
文
化
の
交
流
：
・
，
．．
 ,……………

••6 

▽
屋
久
島
天
然
記
念
物
特
別
調
査
：
．．． 
し

．．． 

7
 

▽
史
跡
日
岡
古
墳
壁
画
模
写
完
成
：
．．
 
，
 
．．
 
。゚
7

▽
文
化
財
保
護
審
議
会
開
く
・
・
・
・
・
o
.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

7
 

▽
全
国
巡
回
文
化
財
映
画
会
：
：
．．． 
o
 

．．．．．．． 
8
 

▽
文
化
財
モ
デ
ル
地
区
だ
よ
り
：
．．．．．．． 
o
 

．．
 

9
 

▽
文
化
財
関
係
補
助
金
交
付
：
o

．．．．．．． 
o
 .
.
.
.
 

10 

▽
文
化
財
愛
護
全
国
研
究
集
会
：
゜
·
:
·
·
·
:
。

•
1
1

▽
プ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
・
・
…
…
…
•
1
1

▽
日
本
伝
統
工
芸
展
：
・
：
・
:.....•.......... 

12 

▽
地
方
巡
回
美
術
展
：
・
°
・
:
・
:...••.. 

°: ．．．． 
13 

▽
国
立
劇
場
九
月
公
演
：
・
.................. 5
 

▽
文
化
庁
の
あ
ら
ま
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
°
•
…

•
o
.... 14 

▽
文
化
庁
日
誌
、
会
議
等
予
告
：
o

．．．．．．．．． 
16 

四
十
四
年
正
月
号
（
第
五
号
）
で
今
長
官

は
「
人
は
都
市
の
美
観
を
あ
げ
つ
ら
う
が
、

あ
の
骸
し
い
広
告
や
看
板
を
非
難
す
る
も
の

か
な
い
。
小
さ
な
店
に
不
つ
り
合
い
な
看
板

や
折
角
の
絶
景
に
広
告
の
羅
列
。
こ
れ
を
誰

も
怒
る
も
の
と
て
な
い
の
に
‘
泰
西
の
美
術

展
ば
か
り
に
浮
身
を
や
っ
し
て
ば
か
り
は
い

ら
れ
ぬ
気
持
て
あ
る
。
」
「
足
も
と
に
火
が
つ

い
て
い
る
問
題
に
手
も
つ
け
ら
れ
ず
、
頭
が

痛
い
は
か
り
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
た
。

月
報
の
ス
タ
イ
ル
は
、
大
体
、
こ
の
ま
ま

つ
づ
く
が
、
館
長
課
長
等
に
よ
る
随
想
欄

が
、
第
ニ
一
号
か
ら
、
著
作
権
シ
リ
ー
ズ
が

第
二
二
号
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

四
十
七
年
七
月
の
第
四
七
号
は
、
▽
新
長

官
の
抱
負
安
達
健
一
―
▽
退
任
あ
い
さ
つ

今
日
出
海
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
元
長
官
は
退
任
あ
い
さ
つ
で
「
文
化
と

い
う
も
の
は
、
非
常
に
扱
い
に
く
い
も
の
で
，

単
に
事
務
的
手
腕
で
処
理
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
は
無
理
で
、
非
常
に
難
し
い
。
（
美

人
だ
け
れ
ど
も
性
質
が
悪
い
と
い
う
よ
う
な

女
性
を
な
ら
す
よ
う
な
も
の
で
：
・
・
:
）
外
目

に
は
文
化
な
ん
て
ち
ょ
っ
と
い
い
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ぢ
＂
差
し
＂
に
な

っ
て
み
る
と
う
る
さ
い
。
」
と
の
ち
の
ち
庁
員

に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
名
言
を
吐
か
れ
た
。

昭
和
四
十
八
年
八
月
の
第
六

0
号
か
ら
昭

和
五
十
一
年
三
月
の
第
九
一
号
ま
で
、
和
泉

賢
二
氏
の
デ
ザ
イ
ン
を
表
紙
に
し
た
。

第
七

0
号
か
ら
「
さ
ざ
な
み
」
欄
が
始
ま

り
、
そ
の
後
、
「
し
お
さ
い
」
（
海
外
ニ
ュ
ー

ス
関
係
）
「
あ
ら
か
る
と
」
な
ど
に
分
化
。

第
八
五
号
は
、
長
官
の
交
替
に
よ
り
、
安
達

健
二
「
こ
の
七
年
、
文
化
庁
の
基
礎
づ
く
り

に
」
安
鴫
蒲
「
す
ぐ
れ
た
文
化
財
は
誇
り
と

自
信
を
与
え
て
く
れ
る
」
を
掲
載
。

昭
和
五
十
一
年
度
に
入
っ
て
、
表
紙
題
字

を
か
え
、
従
来
の
編
集
発
行
文
化
庁
か
ら
、

編
集
文
化
庁
発
行
ぎ
ょ
う
せ
い
、
と
な
っ
た
。

七
月
七
日
待
望
の
第
三
種
郵
便
物
の
認
可

を
得
た
e

こ
れ
に
よ
り
一
部
の
郵
便
代
二
九

円
。
年
約
六
百
万
円
の
節
約
と
な
っ
た
。

0
発
行
部
数
と
平
均
頁
数
の
推
移

昭
和
四
三
年
度
―

-
0
0部
一

四

頁

昭
和
四
四
年
度
ニ
―

0
0部
一

五

頁

昭
和
四
五
年
度
―
―

-
0
0部
一

六

頁

昭
和
四
六
年
度
ニ
―

0
0部
一

六

頁

昭
和
四
七
年
度
ニ
―

0
0部
一

六

頁

昭
和
四
八
年
度
五

0
0
0部
ニ

ニ

頁

昭
和
四
九
年
度
五
二

0
0部
一

九

頁

昭
和
五

0
年

度

五

七

0
0部
一

八

頁

昭
和
五
一
年
度
六

0
0
0部
二

八

頁

（
予
定
）
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~
次
号
予
告

玉
化
財
保
護
行
政
の
草
分
け
小
川
修
三
~

i

音

楽

と

私

盛

田

昭

夫

{

二
味
と
日
本
人
深
作
光
貞
~

二

〈

英

博

物

館

の

姿

勢

藤

野

幸

雄

-

：

自

由

時

間

の

増

大

と

そ

の

活

用

―

中
西
尚
道
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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編

集

後

記

0
本
号
で
本
誌
も
一

0
0
号
を
迎
え
た
。
初
代
、

二
代
の
両
長
官
か
ら
一

0
0
号
記
念
の
文
章
。

国
際
交
流
基
金
理
事
長
今
日
出
海
初
代
長
官
に

は
、
お
忙
し
い
中
を
、
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

0
内
村
直
也
さ
ん
に
は
、
文
化
行
政
長
期
懇
の

会
長
と
し
て
一
年
余
り
、
御
苦
労
を
お
か
け
し

た
。
氏
の
御
意
見
、
文
化
懇
の
中
間
ま
と
め
と

併
せ
て
読
ま
れ
る
な
ら
ば
、
参
考
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

0

「
私
•
も
の
」
の
菅
井
汲
（
す
が
い
・
く
み
）

氏
は
、
パ
リ
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
国
際
的

画
家
。
藤
田
嗣
治
亡
ぎ
あ
と
パ
リ
在
住
の
大
物

日
本
人
画
家
。
た
ま
た
ま
、
日
本
へ
帰
っ
て
お

ら
れ
た
の
を
知
り
、
本
間
正
義
国
立
国
際
美
術

館
設
立
準
備
室
長
に
お
願
い
し
て
原
稿
を
頂
載

し
た
。
0
古
野
喜
政
氏
（
毎
日
・
大
阪
社
会
部
）
は
、
サ

ン
デ
ー
毎
日
に
「
ソ
ウ
ル
一
―
―
二
日
」
を
連

載
し
た
ベ
テ
ラ
ン
記
者
。
小
高
照
男
・
日
経
水

戸
支
局
長
と
共
に
本
号
は
、
新
聞
記
者
の
方
ニ

っ

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9
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~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

一

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

営

業

課

一

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）
~

「
文
化
庁
月
報
」
一
月
号

（
通
巻
第
一

0
0
号）

昭
和
5
2年
1

月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

-TIOO
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
3
丁
目

2
番
2
号

発
行
所
坪
ヰ
ゑ
丑
社
ぎ
ょ
う
せ
い

本
社
〒
崩
東
京
都
中
央
区
銀
座

7
丁
目

4
番
12
号

営
業
所
〒
162
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
52
番
地

電
話

(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）

振

替

口

座

東

京

九

ー

一

六

一

番

印
刷
所
（
株
）
行
政
学
会
印
刷
所

ヽ

定
価
・
一
五

0
円
（
送
料
二
九
円
）

年
間
購
読
料
一
、
八

0
0円
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